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平 成２６年１２月 定 例 会

代 表 質 問 通 告 書 一 覧 （ １２月５日 ）

答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

１ 消費税の増税について 知 事

このたびの、消費税の１０％への増税の１年半先送りを

受けて、あらためて消費税増税についての知事の所見を伺

いたい。

（９番）

小林 照代 ２ 医療介護総合確保推進法等による医療・介護の提供体制に

(日本共産党) ついて

（１）今後の更なる高齢化と、今回の要件を厳格化した診療報 知 事

酬制度の改定などにより、行き場を失う高齢者が今以上に

増加すると考えられる中、地域の医療体制をどのようにし

ていくべきと考えているのか。

（２）今年度の診療報酬改定では要件が厳格化され、この影響 知 事

により急性期病床数が減少することも考えられる。県とし

て救急搬送の改善については、重要な課題と位置づけ取り

組んできたが、病床数の減少による悪影響も危惧される

中、救急医療を今後どのように改善しようと考えているの

か。

（３）介護保険制度の見直しに伴い、要支援者への円滑なサー 健康福祉部長

ビス確保のため、市町村の地域支援事業構築に向け、どの

ような支援を考えているのか。

（４）「地域包括ケアシステム」に必要不可欠な、訪問看護や 健康福祉部長

「定期巡回・随時対応型訪問介護看護」を県内でも増やし

ていくために、どのような取組を考えているのか。

３ 地方創生としての少子化対策について

（１）地方創生の第１の柱とすべき少子化対策のうち、子育て 知 事

支援策について、どのように取り組もうと考えているの

か。
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答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

（９番） （２）待機児童の多くは３歳未満の低年齢児であり、女性の就 こ ど も ・

小林 照代 業率を高めるためにも保育所の増設と拡充が望まれるが、 女 性 局 長

(日本共産党) 待機児童解消に向け、どのように取り組まれるのか。

（３）こどもの医療費助成制度を窓口払いなしの形に拡充する 健康福祉部長

ことについて、どのように考えているのか。

１ 奈良県小規模企業振興条例の制定について 知 事

国において、「小規模企業振興基本法」が公布・施行さ

れたことから、県においても、「奈良県小規模企業振興条

例」を制定して、県内の小規模事業者に対するきめ細やか

（３０番） な施策を行い、支援することが必要ではないかと考える

和田 恵治 が、知事の所見を伺いたい。

(なら元気ク

ラブ) ２ 奈良県の農業振興について 知 事

今後の農業を取り巻く環境は明るく、「農業は成長産業

である」との基本的な見通しを持っている。本県の農業振

興について、新たな農業の担い手育成や、生産者の農業生

産に関する技術支援など、どのような対策を講じるのか。

３ 人口減少社会における少子化対策について 知 事

県は、人口の減少をもたらす直接的原因である少子化に

ついて、その要因をどのように分析し、それを踏まえて、

出生率の改善に向けて、どのような施策に取り組もうとし

ているのか。

４ 地方活性化対策について 知 事

１１月に県から国に提出した「奈良県地方創生のための

要望書」の策定における考え方について伺うとともに、そ

の要望において、本県の独自性がよく現れているものを示

されたい。
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答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

（３０番） ５ 本県の「児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関す 教 育 長

和田 恵治 る調査」結果から見える課題と対策について

(なら元気ク

ラブ) いじめを解消するためには、なかまづくりなどの取組が

重要と考えるが、いじめ問題が全国的に大きく取り上げら

れるようになった２０１２年度以降、本県ではいじめ対策

として、どのような取組をしているのか。また、「いじめ

防止対策推進法」が昨年９月に施行されてから１年が経過

したが、「いじめ防止基本方針」の策定等この法律に基づ

く取組はどのようになっているのか。

１ 奈良県文化会館及び県立美術館の整備について 知 事

奈良県文化会館、県立美術館及びその周辺地域を一体整

備するための基本計画を策定しようとしているが、その中

で、開館されてから年数が経過し、老朽化が進んでいる奈

（３番） 良県文化会館及び県立美術館への対応について、どのよう

大国 正博 に進めていこうと考えているのか。

(公明党)

２ 健康寿命日本一に向けた取組について 知 事

健康寿命日本一を達成するためには、特に「歩く」とい

うことに着目し、普段から健康づくりに取り組んでおられ

ない方に対するきっかけづくりを行うことが必要と考える

が、県ではどのように取り組んでいるのか。

３ 地域包括ケアシステムの構築に向けた取組について 知 事

（１）県内市町村における、地域包括ケアシステムの構築に向

けた取組状況について伺いたい。また、県は今後どのよう

に市町村における取組を支援しようとしているのか。

（２）奈良県総合医療センター移転後の跡地での地域包括ケア

システムの拠点づくりに向け、県有地活用アイデアコンペ

や暮らしの保健室の検討などを行っているが、現在の取組

状況について伺いたい。また、今後どのように進めていこ

うとしているのか。
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答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

（３番） ４ 京奈和自動車道の整備について 知 事

大国 正博

(公明党) 県内の骨格幹線道路の柱である京奈和自動車道の早期整

備が重要であると考えるが、今後の整備の見通しと、県の

取組方針について伺いたい。

５ 県道枚方大和郡山線の整備について 県 土

マネジメント

奈良市中町周辺に商業施設が増加し、県道枚方大和郡山 部 長

線の渋滞が今後ますます激しくなることが予想されるが、

中町工区の進捗状況と、今後の見通しについて伺いたい。

６ パーキングパーミット制度の導入について 健康福祉部長

障害者も暮らしやすいまちづくりのため、パーキングパ

ーミット制度の導入を行うべきと考えるが、所見を伺いた

い。

７ ひきこもり状態の若者に対する支援について くらし創造

部 長

ひきこもりの相談窓口設置に向けての検討状況と、今後

の取組について伺いたい。


